
講座詳細情報

講座№ K07-1 講座名 介護福祉士養成科（介護福祉科） 定員 1～１０人

訓練実施施設名 秋草学園福祉教育専門学校

所在地 埼玉県所沢市東所沢1丁目11番11号

連絡先電話

最寄駅

対象者

修了の要件

講座内容

訓練期間 ～ ［予定］

訓練時間

自己負担額

31,000円程度

オンライン授業の有無

修了で得られる資格

受講で目指

せる資格

目標とする人材像

修了後の関連職種

◆主なカリキュラム
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社会の理解Ⅱ
介護保険制度、障害者総合支援法、生活保護制度の背景や目的を
理解し動向やしくみを学ぶ

児童福祉論
福祉、子どもの家庭福祉とは何であるかについて歴史や法体系、
実施体制から学ぶ

人間と社会

介護総合演習Ⅰ
実習と組み合わせて基礎的な知識や技術、個別の学習到達状況に
応じ総合的に学ぶ

こころとからだのしくみⅠ・Ⅱ
介護を必要とする人の生活支援のために、根拠となる人間の心
理、人体の構造を学ぶ

発達と老化の理解Ⅰ・Ⅱ 老化や高齢者に多い病気や症状など人が成長する過程を学ぶ

認知症の理解Ⅰ 認知症の症状を理解し、支援方法や関わり方を学ぶ

人間の尊厳と自立 人間の尊厳の保持と自立について理解する

人間関係とコミュニケーション 人間関係の基礎、チームマネジメントの基礎を学ぶ

社会の理解Ⅰ 生活と社会の関係性や地域共生社会の基礎知識を学ぶ

文章表現 「聞く」「話す」「書く」「読む」などのコミュニケーションの基本を身につける

情報リテラシー パソコンの基本操作及び情報についての基本的な知識を学ぶ

介護の基本Ⅰ・Ⅱ 介護福祉の理念、介護福祉士の専門性と知識を学ぶ

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ技術Ⅰ 高齢者や障害のある人の状態を理解し、コミュニケーションを学ぶ

生活支援技術Ⅰ-① 高齢者や障害のある人がよりよい環境で暮らすための技術を演
習・体験を通して学ぶ生活支援技術Ⅱ-①②③

介護過程Ⅰ・Ⅱ
高齢者や障害のある人が望む生活の実現に向けて介護実践を伴う
課題解決の思考過程を学ぶ

・実践の基となる質の高い専門的な知識と技術の習得
・対象者を理解し、信頼関係を築き尊厳と自立を支援する能力の習得
・関係者と連携し、チームケアが実践できるプレゼンテーション能力やコミュニケーション能力の習得

福祉施設（特別養護老人ホーム・介護老人保健施設・障害者支援施設・病院等）の介護福祉職

科　　　　目 教　　　　　科  内　　　　　 容

学
科
・
演
習

１
年
次

使用するソフト等

介護福祉士の受験資格・専門士(教育・社会福祉専門課程）

上級救命講習修了証　（以下、別途費用が必要） 福祉住環境コーディネーター、認知症ライフパー
トナー、色彩福祉士、同行援護従事者、介護保険事務管理士

人間と社会

介護

こころとからだのしくみ

介護福祉士試験受験料・登録料

その他

令和7年4月4日（金） 令和9年3月12日（金）

午前9時00分　　～　　午後4時30分　（90分　１時限　：　１日 1～4時限）

テキスト ４２，０００円程度　

04-2946-1121

武蔵野線　東所沢駅　　　徒歩　1分

５５，０００円程度

卒業をもって訓練修了とするもの

・厚生労働大臣指定の介護福祉士養成講座
・講座期間(24か月）のなかで、座学1490時間と演習・実習の456時間を受講し規程の成績を上げ修了すると、介護
福祉士国家試験の受験資格が得られ介護福祉士を目指せる講座

公共職業安定所長の受講指示又は受講推薦を受けた者

有 無
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防災訓練 学校生活の中で防災を学ぶ

学園祭 準備日1日・学園祭2日

防災訓練 学校生活の中で防災を学ぶ

スポーツを通しての学生交流及びレクリエーションの運営を学ぶ

学校主催就職説明会 施設を学校に招いての就職説明会

オープンキャンパス 在校生から受講生・保護者に対して施設見学や懇談を通して、本校への受験意
識を深める

後期始業式 後期始業の式

学園祭 準備日1日・学園祭2日

大掃除 校内の清掃（12月及び3月の計2回）

学校主催就職説明会 施設を学校に招いての就職説明会

オープンキャンパス 在校生から受講生・保護者に対して施設見学や懇談を通して、本校への受験意
識を深める

科目登録等ガイダンス 科目登録等ガイダンス日、次年度クラス発表等

学
校
行
事
等

１
年
次

入校式・オリエンテーション 学則及び学習の取組み方、学校生活についての説明

身体測定・健康診断 健康管理及び健康診断書（実習時の提出必要書類）のため

新入生歓迎会

２
年
次

身体測定・健康診断 健康管理及び健康診断書（実習時の提出必要書類）のため

新入生歓迎会 学生間の親睦を深め、これからの学校生活の質を高める

レク・スポーツ大会

前期終業式・大掃除 前期終業の式及び校内の清掃（9月）

後期始業式 後期始業の式

学習評価 定期試験 中間試験、期末試験、卒業試験、成績発表の登校日等

2
年
次

介護実習Ⅱ

第3段階（7月上旬～8月上旬）

学生間の親睦を深め、これからの学校生活の質を高める

レク・スポーツ大会 学生間の親睦を深めるとともに、運営や連携を学ぶ

168

入所施設を中心とする事業所にて実習を行う。介護を必要として
いる人の個別性を理解し、生活の中での課題を明確にする。その
課題を解決するために介護計画を立案し、学んできた知識や技術
を統合して、具体的な介護を実践する力を養う。

第4段階(11月上旬～下旬）

入所施設を中心とする事業所にて実習を行う
介護を必要としている人の個別性を理解し、生活の中での課題を
明確にする。その課題を解決するために介護計画を立案し、学んで
きた知識や技術を統合して、具体的な介護を実践する力を養う。

実
技
・
実
習

１
年
次

介護実習 介護実習Ⅰ

第1段階（6月下旬）・第2段階（11月上旬～下旬）

60居宅サービスを中心とする事業所にて実習を行う
介護を必要としている人の生活リズムや個性を理解するとともに、
介護福祉士の役割や活躍の場を理解する

介護実習

シュミレーターを使用した経管栄養、喀痰吸引の各演習を学ぶ

その他 国家試験対策講座 国家試験に合格できる知識を身につけることを目標とする

介護総合演習Ⅱ
実習と組み合わせ知識や技術、介護過程の展開の能力について個
別の学習到達状況に応じて総合的に学ぶ

こころとからだのしくみⅢ・Ⅳ
介護を必要とする人の生活支援を行うため、介護実践の根拠とな
る人間の心理、人体の構造や機能を理解する学習とする

認知症の理解Ⅱ
認知症の中核症状とBPSDを理解し、行動の背景を理解すること
で具体的な対応策に

障害の理解Ⅰ・Ⅱ
障害の理解により特性が異なってくる。この特性を理解することに
より障害者とのよりよい関係を築きケアを考える。

こころとからだのしくみ

利用者の特性に応じたコミュニケーションの理解と介護における
チームのコミュニケーションを学ぶ

生活支援技術Ⅰ-②
ICFの視点を生活支援に活かすことの意義を理解し、自立に向け
た家事の介護、応急手当や災害時の支援を学ぶ

生活支援技術Ⅱ-④
休息・睡眠、人生の最終段階における介護の基礎的な知識・技術を
学ぶ

介護過程Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ
事例を提示して利用者の状況に応じた介護過程、介護過程とチー
ムアプローチを学ぶ

２
年
次

介護の基本Ⅲ
自立に向けた暮らしを支えるための介護における安全な暮らしの
確保を理解し、介護従事者や健康管理を学ぶ

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ技術Ⅱ

介護

医療的ケア 医療的ケアⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ



3

4

入校式・オリエンテーション 入校式・オリエンテーション 2

ガイダンス・修了式 ガイダンス・修了式 2

1022

2044

総時限数

総時間数

キャリアコンサルティング
キャリアコンサルタント有資格者が就職支援を行う（3回以
上）

ホームルーム（特別講義）などを活用

○前年度実績：秋専合同就職説明会・埼玉県内の就職状況
〈県社協〉・介護福祉士の活躍の場などの特別講義
○就職希望アンケート調査・履歴書作成指導・就職全般にお
ける指導助言

就
職
支
援

介護福祉士国家試験模擬試験 9月に1回、12月に2回の合計3回の模擬試験を実施

大掃除 校内の清掃（12月及び3月の計2回）

卒業式 2年生の卒業の式典及び予行練習


